
【空知南西部支所：地域係】

課題番号14

秋まき小麦の安定確収栽培の確立

～ 安定生産につながる阻害要因（減収要因）の解消と追肥体系の改善 ～

対象：南幌町若手農業者（南幌町４Ｈクラブ）９名

１ 活動の背景

２ 活動の経過

令和２年、ＪＡなんぽろを中心に関係機関で秋まき小麦の今後の収量目標と

達成方法についての協議が行われた。収量目標を令和10年産で600㎏/10aとし、
安定確収の阻害要因（低ｐＨ、雑草、倒伏、立枯病）を明確にし、その解消に
向けた活動を関係機関一体となって行ってきた。
また、町内全体の活動の他に、追肥体系の改善や病害虫防除等の技術内容に

関する具体的な提案とその結果の解析を、若手農業者（４Ｈクラブ）を中心に
調査活動を継続してきた。

＜阻害要因の解消対策＞
○土壌ｐＨの改善→矯正資材の適正施用 ○雑草の減少→除草剤の適正使用
○眼紋病、倒伏の軽減→茎数に基づく適正な追肥と防除薬剤の散布
○立枯病の軽減→連作回避、秋小麦は種前緑肥の実施、湛水処理など
＜追肥体系の改善＞
○起生期茎数に基づく追肥 ○止葉期以降の後期追肥

＜若手農業者（４Ｈクラブ）による活動等＞ ＜関係機関による町内全体の活動等＞

月日 内容 時期 内容

4月12日 起生期の生育調査 4月 病害（縞萎縮病、雪腐病）調査

5月9日 幼穂形成期の生育調査 6月 病害（なまぐさ黒穂病）調査

6月13日 出穂期の生育調査 7月 全筆調査（立枯病、倒伏、雑草）

7月9日 成熟期の生育調査 7月 現地研修会

7月15日 収量調査（サンプル採取） 7月 病害（赤かび病）、穂水分調査

8月5日 収量調査（脱穀） 8月 収量調査（脱穀）

11月21日 越冬前の生育調査 8月 播種前講習会（取組結果の活用）

11～12月 調査結果の整理と検討（9回） 11月 越冬前生育調査

※普及センター独自調査（随時） 随時 営農ＦＡＸ情報発信（７回）



３ 成果の具体的内容

４ 今後の課題と対応

(1) 適正な追肥体系の定着 ※阻害要因は減少したが、平均収量のもうひと伸び！
・起生期追肥の適正化と止葉期以降追肥の判断

(2) 個々の課題の改善
・輪作改善、土壌改良、病害虫防除等の個々の課題の改善

地域全体 安定確収の阻害要因が減少！

若手農業者（４Ｈクラブ）
追肥改善実施人数の増加→収量安定！

低ｐＨ
減少


